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平成四年度

大野市ごみ白書

圧服俗湘燧妬局柏

⑤皿

　

平
成
四
年
度
の
ご
み
処
理
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

ご
み
焼
却
場
が
竣
エ
し
て
十
五
年
に
な
り
ま
す
が
、
ご
み

は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
私
た
ち
市
民
も
資
源
ご
み
の
回

収
運
動
な
ど
を
展
開
し
、
減
量
化
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

効
果
は
す
ぐ
に
現
れ
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
ご
み
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
運
動
は
、
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ご
み
処
理
の
現
状
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
限
界

　
　
　
　

ご
み
の
焼
却
量

　

現
在
の
ご
み
焼
却
場
が
完
成
し

た
の
は
昭
和
五
卜
三
年
四
月
で
し

た
。
十
五
年
を
経
過
し
た
今
、
焼

却
量
も
ま
も
な
く
限
界
に
達
す
る

状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
総
量
は
、
昭
和
五
十
三

年
当
時
よ
り
約
四
2
％
増
え
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
可
燃
物
は
、
約

一
・
五
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
一
口
の
焼
却
量
は
最
大

で
も
三
十
五
ト
ン
（
八
時
間
稼
働
）

で
、
一
年
間
の
焼
却
量
は
八
千
四

百
ト
ン
（
稼
働
日
数
二
百
四
十
日
）

で
す
。
平
成
四
年
度
の
排
出
量
は

九
千
ト
ン
を
越
え
て
お
り
、
残
業

で
対
処
し
て
い
ま
す
。

事
業
系
の
ご
み
は

　
　

自
分
で
持
ち
込
み
を

　

焼
却
場
へ
直
接
持
ち
込
む
ご
み

の
量
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
市

ごみ工の排出量

平成4年度



が
行
う
ご
み
収
集
業
務
は
、
一
般

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
事
業
所
な
ど
か

ら
出
る
一
般
廃
棄
物
は
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
ず
に
直
接
、

焼
却
場
ま
で
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
産
業
廃
棄
物
な
ど
は
、
必
ず

事
業
者
の
責
任
に
お
い
て
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。

圧
倒
的
に
多
い
紙
類

　
　

貴
重
な
資
源
が
灰
に

　

焼
却
炉
で
処
理
さ
れ
る
ご
み
の

組
成
は
下
図
の
と
お
り
で
す
が
、

全
体
の
約
六
割
が
紙
・
布
類
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み

で
、
廃
品
回
収
な
ど
の
ご
み
減
量

運
動
を
実
践
し
て
い
る
県
外
の
N

市
と
比
較
す
る
と
、
約
一
五
％
も

多
い
値
に
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
推
移
を
表
し
た
グ
ラ
フ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
不
燃
物
の
伸

び
率
に
比
べ
、
可
燃
物
の
伸
び
率

が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
伸
び
率
に
歯
止
め
を
か
け
る

の
は
、
私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り

の
ご
み
に
対
す
る
理
解
と
行
動
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

ごみの推移

ごみの種類組成

（平成3年）

効
率
的
な
収
集
作
業
実
現
の
た
め

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
統
廃
合
に
ご
協
力
を

　

各
地
区
の
話

し
合
い
で
決
め

ら
れ
た
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
市
街
地
に

四
百
十
四
力

所
、
村
部
に
百

六
十
二
ヵ
所
あ

り
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ

れ
ら
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
う
ち
、
町
部
の
見
直
し

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
近
寄
っ
て
い
る
た
め
に

効
率
が
悪
く
、
迅
速
な
収
集
作
業

が
で
き
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
き
ち

ん
と
排
出
し
た
ご
み
も
、
野
良
イ

ヌ
や
ガ
ラ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
散
乱

す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

町
部
で
は
、
適
当
な
設
置
場
所

が
少
な
い
な
ど
の
問
題
点
も
あ
り

ま
す
が
、
地
区
内
で
よ
く
話
し
合

っ
て
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
理
統

合
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
変

更
す
る
場
合
は
、
事
前
に
清
掃
事

務
所
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

資
源
有
効
利
用
促
進
事
業

6
3
団
体
が
フ
ー
○
ト
ン
回
収

　
　

補
助
金
3
「
’
」
5
万
円
を
交
付

使つてこそリサイクル

　

平
成
四
年
度
中
に
、
六
十
三
団

体
が
集
め
た
資
源
ご
み
は
、
七
百

十
ト
ン
で
す
。
こ
の
う
ち
可
燃
物

は
五
百
二
十
ト
ン
で
、
焼
却
場
で

処
理
さ
れ
る
二
十
日
分
の
量
に
相

当
し
ま
す
。
回
収
登
録
団
体
は
、

ほ
と
ん
ど
が
市
街
地
で
す
。
村
部

で
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
回
収
だ
け
で

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
再
生
さ
れ

た
も
の
を
使
っ
て
こ
そ
リ
サ
イ
ク

ル
な
の
で
す
。
市
で
は
、
コ
ピ
ー

用
紙
や
資
料
用
紙
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
な
ど
に
再
生
紙
を
積
極

的
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

新庄区

区
民
の
意
識
高
揚
に

　

当
番
制
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
清
掃

　

区
民
の
ご
み
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
清
潔
な
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
た
め
、

新
庄
区
で
は
当
番
制
で
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
清
掃
を
続
け
て

い
ま
す
。
当
番
は
、
収
集
日

に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
外
の
清

掃
を
行
い
、
次
の
世
帯
に
引

き
継
ぎ
ま
す
。

　
　

「
収
集
日
以
外
に
ご
み
を

出
す
人
が
多
く
、
周
辺
の
区

民
も
大
迷
惑
。
二
年
前
に
話

し
合
っ
て
当
番
制
に
し
ま
し

た
。
区
民
の
ご
み
に
対
す
る

意
識
も
高
ま
り
ま
し
た
」
と

話
す
区
長
の
広
作
さ
ん
。
人

口
増
に
伴
っ
て
ご
み
が
年
々

増
え
続
け
て
お
り
、
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
見
直
し
が
今
後
の

課
題
だ
そ
う
で
す
。



平
成
四
年
度
財
政
公
表

ご
覧
く
だ
さ
い

一
‥
‥
り
こ
二
J
・
1
・
1
1
三
補

　

平成四年度の会計決算がまとまりまし

た。一般会計では、歳出が前年より一五

％、歳入でも一四％と増えています。収

支の差し引きでは、三億八千九百八十万

円の黒字となっています。市の財政状況

をお確かめください。

一般会計

　

歳
出
の
総
額
は
百
四
十
九
億
五

千
六
百
七
上
五
万
円
で
、
土
位
三

科
目
（
総
務
費
・
民
生
費
・
土
木

費
）
の
構
成
比
は
ほ
ぼ
同
じ
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

最
も
伸
び
率
が
大
き
か
っ
た
の

は
、
商
工
費
が
昨
年
よ
り
六
一
・

一
％
、
次
い
で
衛
生
費
の
三
四
・

六
％
、
農
林
水
産
業
費
の
三
四
・

〇
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
逆

に
総
務
費
が
八
・
七
％
、
教
育
費

も
六
・
七
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

性
質
別
予
算
の
割
合
は
昨
年
と

ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
普
通
建
設
事

業
費
が
ニ
ポ
イ
ン
ト
増
え
た
の
に

対
し
、
人
件
費
は
逆
に
ニ
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
主
な
普
通
建
設
事
業
費

は
表
の
と
お
り
で
す
。

◆グリーングリーン大野整備

　

事業………3f意8，448万円

◆越前おおの歴史の路整備事

　

業…………2｛意6，270万円

◆奥越ふれあい公園県工事負

　

担金………1f意4，320万円

◆真名川憩いの島整備事業…

　

……………1f意293万円

◆公社営畜産基地建設事業補

　

助………………9，344万円

◆農村基盤総合整備事業補助

　

…………………9，306万円

◆武家屋敷（内山家）保存整

　

備事業…………9，131万円

◆春日保育園改築事業………

　

…………………7，504万円

◆特用林産産地化形成総合対

　

策事業補助……7，276万円

◆東部児童センター建設事業

　　

…………………7，008万円

◆陽明中学校大規模改造事業

　　

…………………5．148万円

◆御清水施設周辺整備事業…

　　

…………………3．203万円

公共事業など市民一人当たりに要した経費356．742円

総務費

57，225円

民生費

55，431円

上木費

54，473円

農林水産業費

44，286円

教育費

39，238円

衛生費

30，617円

商工費

28，054円

公債費

25，938円

消防費

10，572円

その他

・労働費

一議会費

・災害

　

復旧費

10、908円



歳
会
入

　

歳
入
総
額
百
五
十
三
億
四
千
六

百
五
十
五
万
円
の
四
分
の
一
を
占

め
る
市
税
は
、
前
年
に
比
べ
七
・

二
％
の
増
と
順
調
な
伸
び
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン

大
野
整
備
事
業
や
歴
史
の
路
整
備

事
業
な
ど
、
地
域
総
合
整
備
事
業

に
伴
う
借
り
入
れ
が
五
六
・
三
％

を
占
め
た
た
め
、
前
年
よ
り
六
七
・

二
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
比
率
（
市
固
有
の
財

源
が
占
め
る
割
合
）
は
、
昨
年
を

若
干
土
回
る
四
二
・
一
％
と
な
り

ま
し
た
。
依
然
と
し
て
地
方
交
付

税
や
国
・
県
支
出
金
な
ど
に
依
存

す
る
き
び
し
い
財
政
事
情
と
い
え

ま
す
。

　

市
は
、
引
き
続
き
経
費
節
減
に

努
め
、
健
全
な
財
政
運
営
を
図
り

な
が
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

め
ざ
し
ま
す
。

…
自
主
財
源
市
税
、
財
産
収
入

　

諸
収
入
な
ど
市
が
自
分
で
確
保

　

で
き
る
財
源

…
依
存
財
源
地
方
交
付
税
、
国

　

・
県
支
出
金
な
ど
市
以
外
に
依

　

存
し
て
い
る
財
源

な
ミ

望歳
1
5

依存財源

88億8．992万円

（57．9％）

自主財源

64億5，663万円

（42．1％）

市
税
の
内
訳

円3
6
j

l額
担

負税市
の

りた当
人

一民
市

市民税

45，401円

固定資産税

37，120円

軽自動車税

1，318円

たばこ税

4，208円

都市計画税

3．357円

特
別
土
地
保
有
税

入
湯
税

32円

企業会計決算額
水道事業

収収益

的支

歳入1億1．518万円

歳出1億1，315万円

差引203万円

資収本

的支

歳人7，613万円

歳出1億4，433万円

差引△6，820万円

（不足額は、留保資金で補てん）

国民健康保険事業

歳入24億6，382万円

歳出22億8，968万円

差引1億7，414万円

老人保健事業

歳入28億6，246万円
歳出28億4，138万円

差引2．108万円

簡易水道事業

歳入5，661万円

歳出5，089万円

差引572万円

農業集落排水事業

歳入5億1，208万円
歳出5億1，200万円

差引8万円



市職員

募集要酒

必
要
と
し
て
い
ま
す

あ
な
た
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
パ
ワ
ー

申
込
は
8
月
1
0
日
～
1
9
日

　

市
で
は
、
平
成
六
年
四
月
か
ら

採
用
す
る
市
職
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員
一
般
職
＝
事
務
6
人

　

技
術
2
人
（
土
木
・
保
母
）

　

業
務
職
＝
調
理
師
1
人
、
清
掃

　

員
―
人

受
験
資
格
一
般
職
＝
昭
和
4
4
年

　

4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
1
年
4
月

　

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
保

　

母
は
資
格
取
得
者
ま
た
は
資
格

　

取
得
見
込
者
）
業
務
職
（
調

　

理
師
）
＝
昭
和
4
4
年
4
月
2
日

　

か
ら
昭
和
5
1
年
4
月
1
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人
（
調
理
師
免
許

取
得
者
ま
た
は
取
得
見
込
者
）

業
務
職
（
清
掃
員
）
＝
昭
和
4
0

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
1
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　

（
大
型
自
動
車
免
許
取
得
者
を

希
望
）

試
験
日
程
一
次
試
験
（
教
養
試

　

験
・
適
性
検
査
・
作
文
試
験
）

　

＝
9
月
1
9
日
⑥
午
前
9
時
か
ら

　

大
野
高
校
二
次
試
験
（
口
述

　

試
験
・
健
康
診
査
）
＝
1
0
月
下

　

旬
合
格
発
表
一
次
試
験
＝
1
0
月
中

　

旬
最
終
＝
1
1
－
（
月
上
旬

受
付
期
間
8
月
1
0
日
⑥
か
ら
8

　

月
1
9
日
④
ま
で
（
郵
送
で
の
申

　

込
は
1
9
日
の
消
印
ま
で
有
効
）

申
込
方
法
市
役
所
総
務
課
人
事

　

係
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に

　

必
要
事
項
を
明
記
の
う
え
写
真

　

を
張
っ
て
提
出
。
郵
便
で
申
込

　

用
紙
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封

　

筒
の
表
に
「
○
○
職
試
験
申
込

　

用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
あ

　

て
先
を
明
記
し
て
［
一
円
切
手
を

　

同
封

申
込
先
・
問
合
せ
先
〒
9
1
2

　

福
井
県
大
野
市
天
神
町
1
－
1

　

大
野
市
役
所
総
務
課
人
事
係

あかね保育園

9月から開園
屋根には時計台も

　

市立あかね保育園はまもなく完成し

9月から開園します。旧国鉄跡地には、

屋根に時計台がついたモダンな建物が

姿を見せています。

　

建物は木造平屋建て（365．66平方な）

で、乳児室（23．86平方似；）、保育室

　

（3室・計74．99平方似；）、遊戯室（9

8．96平方似；）、事務室、調理室が設け

られ、地域とのコミュニケーションを

図る「ふれあい広場」もあります。園

舎の南側は将来、公園などが造られる

ことになっています。

　

総事業費は1億5，231万円（用地取

得費8，610万円を含む）で、国・県か

ら4，208万円の補助金交付を受けてい

るほか、年金積立金還元融資資金も一

部受けています。

北海道南西沖地震

ゆかりのある奥尻町に見舞金

　

七月十二日の北海道南西沖地震によっ

て、甚大な被害を受けた奥尻町に対し、

市と市議会はそれぞれ十万円の見舞金を

送りました。

　

奥尻町は、安政六年八月に大野藩の帆

船「大野丸」が北海道開拓で活躍してい

たころ、奥尻島沖で難破した米国船を救

助して立ち寄った島で、歴史的にもゆか

りのある町です。

　

今回の悲惨な現状は、過去に大災害を

経験した私たち大野市民にも、相通じる

ものがあります。一日も早く復興されま

よう心からお祈り申し上げます。

投
票
率
は
七
七
・
三
七
％

第
4
0
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　

七
月
十
八
日
、
第
四
十
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民
審
査
の
投
票
が
行
わ
れ
、

有
終
会
館
で
即
日
開
票
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

大
野
市
の
投
票
率
は
、
衆
議
院

議
員
総
選
挙
が
七
七
・
三
七
％

　

（
県
七
六
・
四
七
％
）
、
最
高
裁

国
民
審
査
は
七
六
・
六
七
％
（
県

七
五
・
四
七
％
）
で
し
た
。
衆
議

院
の
投
票
率
は
、
前
回
（
平
成
二

年
二
月
十
八
日
）
に
比
べ
て
九
・

三
五
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

●
選
挙
の
記
録
（
衆
議
院
）

当
日
の
有
権
者
数

　
　
　
　
　

男
1
4
、
7
4
″
｀
U
人

　
　
　
　
　

女
1
戸
h
¨
゛
、
7
0
1
人

投
票
者
数

　
　
　
　
　

男
1
1
、
4
Q
り
り
a
人

　
　
　
　
　

女
1
n
乙
、
（
M
゛
7
（
x
）
人

候補者名 大野市 全県一区

⑥山本拓 3，154票 103，901票

⑥笹木竜三 4，054票 97，382票

⑥辻一彦 4，046票 85，524票

⑥平泉渉 8，767票 81，064票

⑧牧野隆守 3，214票 80，400票

金元幸枝 877票 19．973票
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百
陸上競技

大会新記録相次いで誕生

大野地区が総合で4連覇達成

　

市
民
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技

が
六
月
二
十
七
日
、
完
成
し
た
ば

か
り
の
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
陸
上

競
技
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
は
、
全
天
候
型
の
ト

ラ
ッ
ク
や
芝
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で

の
本
格
的
な
競
技
と
あ
っ
て
、
参

加
し
た
選
手
も
意
欲
満
々
。
最
初

の
種
目
か
ら
新
記
録
が
誕
生
し
、

終
わ
っ
て
み
れ
ば
十
四
種
目
で
三

十
の
新
記
録
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
り
ま

し
た
。
大
会
事
務
局
で
は
、
予
想

を
は
る
か
に
上
回
る
新
記
録
誕
生

で
、
あ
わ
て
て
記
録
認
定
証
の
補

充
に
追
わ
れ
る
一
幕
も
あ
り
ま
し

た
。

　

陸
上
競
技
は
、
大
野
地
区
が
男

女
と
も
優
勝
し
、
総
合
で
も
四
連

覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

大会新記録

　

【男子】★100な小学5年加納敏弘（小山）14秒2★100

乱；小学6年古川正人（富田）14秒1②宮下学大（阪谷）③

奥村和太（乾側）★100な岡吉男（高砂町）11秒4★100な

30歳代仲井太（春日）11秒8★100な50歳以上青木武

次（糸魚町）13秒O★200な笠井清孝（友兼）24秒0★200

似；30歳以上仲井太（春日）24秒7★800訟石田亘（下麻

生島）2分5秒7★1000i！；T45歳以上斉藤幸男（中保）3

分22秒8②大宮一幸（泉町）③加藤和典（石谷）④土田良

平（国時町）⑤佐々木定夫（上舌）★3000訟石田亘（下麻

生島）8分55秒4★400なリレー上庄46秒1②大野

　

【女子】★100も小学4年清水明子（富田）15秒1★10

0訟小学5年竹田知里（有終西）14秒6★600な大久

保直美（西里）1分56秒8②横山友紀江（森政領家）③

多田圭美（松丸）④橋本真由美（開発）⑤山田美佳子⑥

松田瑞恵（新河原）①松田琴美（新河原）★400なリレ‐

大野59秒9★小学男女混合リレー小山2分46秒0

②富田（2位以下の記録は省略）

工工｀－・－iF・・―－JI－r工¬－●工I啄！｀W丿‘・～・’゛I〃－y工r一心tr7・J”工・WI－－I4ご・・工・’～ミミ

奥越ふれあい公園ご利用料

…陸上競技場

区分 基準 学生 一般

専用する

場合

1時間 500円 1200円

1日 5000円 10000円

専用しな

い場合

個人1時間 50円 80円

20人まで1時間 400円 800円

21人以上1時間

上記の額に、構成員

総数を20で除した数

を乗じた額

役員室等
1時間 220円 430円

1日 2300円 4300円

●テニスコート

1面
1時間 50円 100円

1日 500円 1000円

●ゲートボール場無料

・
B
＆
G
水
泳
大
会

　
　
　

参
加
者
募
集
中

日
時
8
月
2
9
日
⑥
午
前
9
時

会
場
大
野
市
B
＆
G
海
洋
セ
ン

　

タ
ー
（
稲
郷
）

対
象
市
内
の
小
学
生
、
幼
児
と

　

保
護
者
、
一
般

種
目
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳
・

　

バ
タ
フ
ラ
イ
（
2
5
m
・
5
0
m
）
、

　

1
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
、
レ

　

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

申
込
方
法
8
月
2
2
日
ま
で
に
、

　

保
険
料
4
0
0
円
を
添
え
て
B

　

＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
稲
郷
4
3

　

－
1
7
－
I
酋
6
4
・
1
3
1
1
）

　

ま
で

・
初
心
者
弓
道
教
室

　

市
弓
道
協
会
で
は
、
初
心
者
を

対
象
と
す
る
弓
道
教
室
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
年
齢
や
体
力

に
関
係
な
く
、
ど
な
た
で
も
気
軽

に
楽
し
め
ま
す
。

日
時
8
月
2
6
日
④
か
ら
毎
週
月

　

曜
日
と
木
曜
日
（
1
0
回
）
昼

　

の
部
＝
午
前
1
0
時
～
一
1
1
時
夜

　

の
部
＝
午
後
7
時
～
9
時

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
弓
道
場

対
象
高
校
生
以
上
の
男
女

受
講
料
2
0
0
0
円

申
込
先
弓
道
協
会
・
山
口
誠
一

　
　

（
酋
6
6
・
3
7
3
7
）
ま
で



皿偕
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与諺／

頁バテを考，える

血
圧
低
下
で
ぽ
ん
や
り
め
ま
い
が

水
分
の
と
り
方
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

　

暑
い
夏
は
、
体
調
を
維
持
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
く
、

い
わ
ゆ
る
夏
バ
テ
症
状
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
み
に
し
て
い
る
夏
休
み
も
、
夏
バ
テ
で
は
家
族
連

れ
で
の
レ
ジ
ャ
ー
も
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
滋
養
強
壮
の
ド

リ
ン
ク
剤
で
は
そ
の
場
し
の
ぎ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
正
し
い

知
識
で
、
夏
バ
テ
を
乗
り
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

人
間
に
は
、
体
温
を
三
十
七
度

前
後
に
保
つ
機
能
が
あ
り
ま
す
。

気
温
が
上
が
る
と
末
梢
血
管
が
拡

張
し
て
、
皮
膚
表
面
の
血
流
が
増

加
し
ま
す
。
こ
う
し
て
効
率
よ
く

熱
放
散
が
行
わ
れ
る
の
で
す
。
ま

た
、
汗
を
か
く
こ
と
で
水
分
の
蒸

発
に
よ
る
熱
放
散
も
促
し
ま
す
。

　

そ
の
反
面
、
血
管
が
拡
張
し
て

血
圧
が
低
下
し
、
体
が
だ
る
く
、

頭
が
ぼ
ん
や
り
し
、
め
ま
い
な
ど

の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
水

の
が
ぶ
飲
み
も
多
く
な
り
、
塩
分

の
補
給
が
行
わ
れ
な
い
た
め
に
体

の
調
整
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
り

ま
す
。
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う

に
、
冷
房
に
よ
る
室
内
と
室
外
の

温
度
差
が
、
自
律
神
経
や
内
分
泌

バ
ラ
ン
ス
を
狂
わ
せ
ま
す
。

水
分
の
と
り
方
に
注
意

　

の
ど
か
渇
い
た
ら
、
必
ず
水
を

補
給
し
て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、

甘
い
清
涼
飲
料
水
を
飲
み
過
ぎ
る

と
、
カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
に
な
り

ま
す
。
食
事
の
前
に
水
分
を
た
く

さ
ん
と
る
と
、
胃
液
が
薄
め
ら
れ

て
消
化
が
悪
く
な
り
、
胃
腸
に
負

担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
と

　

ビ
タ
ミ
ン
B
群
を
補
給

　

食
欲
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、

十
分
な
栄
養
素
が
と
れ
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
炭
水
化
物
や
脂
の
少

な
い
肉
や
魚
な
ど
良
質
の
た
ん
ぱ

く
質
を
と
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
食
物
を
効
率
よ
く
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
え
る
ビ
タ
ミ
ン
B
群

の
摂
取
も
大
切
に
な
り
ま
す
。
ビ

タ
ミ
ン
B
群
を
多
く
含
む
食
品
に

は
ウ
ナ
ギ
、
豚
肉
、
レ
バ
ー
、
チ
ー

ズ
、
海
草
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

シ
ョ
ウ
ガ
や
ワ
サ
ビ
な
ど
の
香

辛
料
を
使
う
の
も
食
欲
を
増
す
効

果
が
あ
り
ま
す
。

適
度
な
運
動

　

体
内
の
熱
放
散
を
促
す
に
は
、

体
を
動
か
す
こ
と
で
す
。
で
き
れ

ば
直
射
日
光
を
避
け
て
、
ラ
ジ
オ

体
操
や
散
歩
な
ど
を
続
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

冷
房
に
頼
ら
な
い

　

冷
房
設
備
の
普
及
に
よ
っ
て
、

涼
し
い
部
屋
ば
か
り
に
こ
も
る
と

暑
さ
に
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。
自

然
の
風
な
ど
を
利
用
し
、
暑
さ
に

体
を
慣
ら
す
努
力
が
必
要
で
す
。

皆さんの偉康づくりを後押しします・保健センター（豊65－7333）

ごま

豆類
しい芦け



暮
ら
し
の

「
ア
吟
侭
々
叉

再皺制度つ7たなに？

豊かな暮らしのために

見直し進む再販商品

　

商
品
の
価
格
は
、
売
り
手
と
買
い
手
の
取
り
引
き
で
決

ま
り
ま
す
が
、
再
販
制
度
は
メ
ー
カ
ー
が
最
初
か
ら
販
売

価
格
を
決
め
て
も
よ
い
と
い
う
制
度
で
す
。
原
則
的
に
は

独
占
禁
止
法
上
、
違
法
な
行
為
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
正

取
引
委
員
会
で
は
、
指
定
商
品
の
見
直
し
を
行
い
、
流
通

段
階
で
の
自
由
競
争
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

再
販
制
度
の
移
り
変
わ
り

　

再
販
は
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
商

品
の
値
く
ず
れ
を
防
ぐ
た
め
に
流

通
業
者
が
決
定
す
る
価
格
に
直
接

介
入
す
る
行
為
で
す
。

　

昭
和
二
十
八
年
の
独
占
禁
止
法

の
改
正
に
よ
っ
て
、
公
正
取
引
委

員
会
が
指
定
し
た
商
品
と
著
作
物

に
限
り
、
再
販
が
例
外
的
に
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三

十
年
代
か
ら
物
価
の
高
騰
が
社
会

問
題
に
な
り
、
昭
和
四
十
一
年
か

ら
四
十
八
年
ま
で
に
指
定
商
品
の

大
幅
な
削
減
・
整
理
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
の
四
月
か
ら

　
　

さ
ら
に
指
定
を
縮
小

　

再
販
制
度
が
制
定
さ
れ
て
四
十

年
、
大
幅
改
正
か
ら
二
十
年
経
っ

た
現
在
、
日
本
市
場
の
開
放
や
消

費
者
の
利
益
を
確
保
す
る
た
め
、

流
通
競
争
の
促
進
が
内
外
か
ら
強

く
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
公
正
取
引
委
員

会
で
は
、
平
成
四
年
四
月
に
再
販

の
見
直
し
を
次
の
と
お
り
発
表
し

ま
し
た
。

①
平
成
五
年
四
月
か
ら
取
り
消
さ

　

れ
る
も
の
化
粧
品
中
の
シ
ャ

　

ン
プ
ー
、
香
水
な
ど
十
三
品
種

　

医
薬
品
中
の
駆
除
剤
な
ど
十
品

　

種
①
平
成
七
年
一
月
に
取
り
消
さ
れ

　

る
も
の
医
薬
品
中
の
ド
リ
ン

　

ク
剤
と
ビ
タ
ミ
ン
剤

①
そ
の
他
命
薗
で
取
り
消
さ
れ

　

な
い
も
の
に
つ
い
て
は
平
成
十

　

年
中
に
再
検
討

④
適
用
除
外
と
な
る
著
作
物
の
範

　

囲
に
つ
い
て
は
再
検
討
し
、
そ

　

れ
ま
で
の
間
C
D
（
ゴ
ン
バ
ク

　

ト
ー
デ
ィ
ス
ク
）
は
レ
コ
ー
ド

　

盤
に
準
じ
て
取
り
扱
う

C
D
の
販
売
価
格

発
売
二
年
後
は
自
由
価
格

　

著
作
権
の
関
係
で
、
音
楽
用
C

D
も
レ
コ
ー
ド
に
準
じ
て
定
価
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
で
は
、
値

引
き
す
れ
ば
売
れ
る
こ
と
を
見
込

み
、
昨
年
の
十
一
月
か
ら
発
売
二

年
後
の
C
D
を
自
由
価
格
に
し
ま

し
た
。
（
時
限
再
販
制
度
）

　

流
通
分
野
の
規
制
緩
和
や
独
占

禁
止
法
の
厳
正
な
運
用
は
、
企
業

間
で
競
争
を
生
み
、
安
く
て
よ
い

製
品
を
市
場
に
提
供
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
消
費
者
の
み
な
さ
ん

も
、
商
品
に
対
す
る
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
て
、
「
賢
い
消
費
者
」

と
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

取り消された

　　

指定商品

化
粧
品

香水、オーデコロン、シャン

プー養毛料（うちリンス）、

白粉・化粧品、ほほ紅、まつ

げ化粧料、つめ化粧料、パッ

ク剤、日焼け止め化粧品、化

粧用油、ひげそり用化粧料、

はだ洗粉

一
般
用
医
薬
品

鎮うん剤（中枢神経系）、鎮

けい剤（末梢神経系）、耳鼻

科用剤、抗ヒスタミン剤、動

脈硬化用剤、鎮咳去たん剤、

消化性潰瘍用剤、創傷保護剤、

化膿件疾患用剤、駆虫剤

消費生活に僕するご相棒μT曹参相肺センターへ・酋66－111ト乖l鼎63
り，岬工所々F汗
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一
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぺ
1

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

ぼくたちの夢、かなえて川

ぐるーぷ登場 ヤング荒島

荒
島
登
山
道
を
守
る
ゆ
か
い
な
仲
間

　

荒
島
岳
は
、
日
本
百
名
山
に
選

ば
れ
、
登
山
に
訪
れ
る
人
が
多
い

山
で
す
。
毎
年
、
こ
の
登
山
道
を

守
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
「
ヤ
ン

グ
荒
島
」
で
す
。

　

今
か
ら
二
十
年
ほ
ど
前
、
蕨
生

地
区
の
青
年
団
が
自
然
消
滅
し
て

数
年
経
っ
た
こ
ろ
、
蕨
生
在
住
の

若
者
が
呼
び
か
け
て
こ
の
会
を
結

成
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
里
神
楽
の

運
営
な
ど
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

里
神
楽
は
村
の
行
事
と
な
り
、
代

わ
り
に
村
で
取
り
組
ん
で
い
た
荒

島
登
山
道
の
草
刈
を
受
け
持
つ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

早
朝
六
時
半
に
集
合
し
、
夕
方

五
時
近
く
ま
で
の
作
業
は
、
た
い

へ
ん
な
重
労
働
だ
そ
う
で
す
。
会

長
を
務
め
る
木
原
一
光
さ
ん
（
2
9

歳
…
蕨
生
）
は
「
き
つ
い
仕
事
で

す
が
、
ゆ
か
い
な
連
中
が
わ
い
わ

い
騒
ぎ
な
が
ら
や
っ
て
い
る
と
、

一
口
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
す
よ
。
会
員
も
仕
事
が

終
わ
っ
た
後
の
ト
ン
チ
ャ
ン
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
6
月
2
7
日
に
、
登
山
道

の
草
刈
や
枝
討
ち
な
ど
を

三
班
に
分
か
れ
て
実
施
。

勝
原
ス
キ
ー
場
の
登
山
口

と
し
ゃ
く
な
げ
平
の
二
力

所
に
は
、
市
商
工
観
光
課

の
依
頼
を
受
け
て
標
柱
も

設
置
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
二
十
三
歳
か

ら
三
十
五
歳
ま
で
の
会
員

が
二
十
五
人
い
ま
す
。
会

員
に
な
る
資
格
は
、
蕨
生

地
区
以
外
の
人
で
も
会
員

が
了
承
す
れ
ば
入
会
で
き

る
そ
う
で
、
蕨
生
出
身
者

は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
外
の

地
区
か
ら
も
入
会
し
て
い

ま
す
。
年
齢
制
限
は
別
に

設
け
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、

四
十
歳
近
く
に
な
る
と
退
会
し
て
、

ヤ
ン
グ
荒
島
O
B
で
組
織
す
る

「
す
ず
め
の
会
」
に
入
る
そ
う
で
す
。

　

会
員
の
誰
も
が
、
荒
島
岳
を
愛

し
、
安
全
に
楽
し
い
登
山
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
先
輩
か
ら
の

伝
統
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

ヤングコーナー

自
分
も
楽
し
み
な
が
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

　

大
野
公
民
館
に
、
高
校
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
グ
ル
ー
プ

　

「
流
れ
星
」
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
私
は
チ
ラ

シ
な
ど
で
知
り
、
少
し
興
味
を

も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ブ

の
先
輩
に
誘
わ
れ
て
入
会
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
希
望
園
で
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
弥
生
公
園
の
清

掃
、
一
乗
ハ
イ
ツ
夏
ま
つ
り
の
お

手
伝
い
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

活
動
は
、
主
に
第
二
土
曜
日
や
休

日
を
利
用
し
て
計
画
的
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
お
年
寄
り
や
障
害
者

の
方
は
、
別
の
世
界
と
い
う
感
じ

が
し
て
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。
い

ざ
足
を
踏
み
込
ん
で
み
る
と
、
当

た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
私
た
ち

と
ま
っ
た
く
同
じ
で
、
む
し
ろ
積

極
的
に
行
動
し
て
い
る
よ
う
な
感

じ
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
あ
げ
る
と
い
う
気
持
ち
は
持
っ

て
い
ま
せ
ん
。
自
分
も
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

流
れ
星
の
会
員
は
2
1
人
で
、
こ

の
う
ち
男
子
は
4
人

し
か
い
ま
せ
ん
。
来

年
か
ら
は
グ
ル
ー
プ

の
リ
ー
ド
役
に
な
り

ま
す
が
、
い
ろ
ん
な

人
と
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
交
流
が
で
き
れ
ば

最
高
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

村元宏徳n

　

（大野高校2年）



私七，ベノ・｀ぐこ，t｀

大
丈
夫
？
中
竜
鉱
山
へ
の
ご
み
投
棄

【i】

　

大
野
市
は
、
燃
え

な
い
ご
み
や
可
燃
物

の
灰
を
、
和
泉
村
の

中
竜
鉱
山
の
廃
坑
に
投
棄
し
て
い

る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

　

九
頭
竜
川
は
、
幾
つ
も
の
市
町

村
に
ま
た
が
っ
て
流
れ
、
こ
の
豊

か
な
水
の
恩
恵
を
受
け
る
人
が
大

勢
い
ま
す
。
中
竜
鉱
山
は
、
こ
の

九
頭
竜
川
の
土
流
に
位
置
し
て
お

り
、
廃
坑
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
な

ど
に
よ
る
水
質
汚
染
が
あ
っ
た
ら

た
い
へ
ん
な
問
題
に
な
り
ま
す
。

現
状
を
教
え
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。
（
匿
名
希
望
）

　

大
野
市
が
最
終
処

分
（
埋
め
立
て
）
を

行
っ
て
い
る
の
は
、

可
燃
ご
み
を
焼
却
し
た
灰
や
空
き

缶
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
燃
え

な
い
ご
み
で
す
。

　

ご
み
の
最
終
処
分
場
は
、
埋
め

立
て
る
内
容
に
よ
っ
て
「
安
定
型
」

「
し
や
断
型
」
「
管
理
型
」
の
三
種

類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
安
定
型
は
、

ガ
ラ
ス
や
セ
ト
モ
ノ
な
ど
変
化
し

な
い
も
の
を
埋
め
立
て
る
処
分
場
、

し
や
断
型
は
有
害
物
質
を
含
む
灰

や
汚
泥
を
埋
め
立
て
る
も
の
で
、

設
置
や
構
造
基
準
は
た
い
へ
ん
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
管
理
型
は
、

一
般
廃
棄
物
の
焼
却
灰
な
ど
を
埋

め
立
て
る
処
分
場
で
陸
上
埋
め
立

て
の
場
合
は
、
地
下
浸
透
に
対
す

る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

お
尋
ね
の
中
竜
鉱
山
廃
坑
は
、

管
理
型
処
分
場
で
す
が
、
非
常
に

固
い
岩
盤
質
と
な
っ
て
お
り
、
水

が
浸
透
し
ま
せ
ん
。
大
野
市
の
ご

み
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
場
所

は
、
廃
坑
の
ご
く
一
部
で
す
し
、

鉱
山
全
体
か
ら
の
水
の
出
口
は
こ

力
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
力
所
の
排
水
検
査
は
、
定
期

的
に
実
施
し
て
お
り
、
国
・
県
の

基
準
値
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

（
清
掃
事
務
所
長
・
奥
野
耕
作
）

雛弗証

青
少
年
育
成

大
野
市
民
会
議

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
最
優
秀

酒
田
昭
英
さ
ん
（
6
4
歳
・
春
日
1
）

　

青
少
年
育
成
大
野
市
民
会
議
が

十
周
年
を
機
に
募
集
し
た
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
は
、
酒
田
昭
英
さ
ん
心

作
品
が
最
優
秀
に
。
七
月
十
日
｛

市
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
心

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

父
親
が
看
板
屋
を
し
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
酒
田
さ
ん
は
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好

き
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
今
か
ら
十

年
ほ
ど
前
に
、
レ
タ
リ
ン
グ
の
通

信
教
育
を
三
年
間
受
講
し
、
指
導

で
き
る
ほ
ど
の
技
術
を
身
に
つ
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

県
職
員
を
退
職
後
は
、
市
の
家

庭
児
童
相
談
貝
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
酒
田
さ
ん
は
、
「
長
い
間
、
青

少
年
育
成
関
係
に
従
事
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
回
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
応
募
は
力
が
入
り
ま
し
た
。
三

十
枚
余
り
の
原
画
を
作
成
し
て
検

討
し
た
ん
で
す
よ
。
最
優
秀
と
聞

い
た
と
き
は
、
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
自
分
の
作
品
が
お
役
に

立
て
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
」
と
感
慨
深
げ
に
語
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

四
十
七
点
の
応
募
作
品
か
ら
選

ば
れ
た
作
品
は
、
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー

で
大
野
市
の
「
O
」
を
使
っ
て
盆

地
と
人
の
和
を
表
し
、
男
女
の
青

少
年
が
は
ば
た
く
姿
を
ラ
イ
ト
グ

リ
ー
ン
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

酒
田
さ
ん
の
作
品
は
、
市
民
会

議
の
旗
や
広
報
紙
な
ど
で
活
用
さ

れ
ま
す
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

ざ
知
ら
せ
．

●
広
域
行
政
バ
ス
の

　
　

参
加
者
募
集
中

　

大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
で
は
、
奥
越
の
公
共

施
設
や
観
光
施
設
な
ど
を
見
学

す
る
広
域
行
政
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。

日
時
8
月
2
4
日
④
集
合
午

　

前
8
時
1
5
分

集
合
場
所
市
役
所
前

コ
ー
ス
市
役
所
～
県
自
然
保

　

護
セ
ン
タ
ー
～
グ
リ
ー
ン
ヒ

　

ル
上
野
～
勝
山
城
博
物
館
～

　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ン
ド
中

　

竜
（
昼
食
～
奥
越
ふ
れ
あ
い

　

公
園
～
市
役
所
（
午
後
5
時
）

定
員
先
着
2
4
0
人

対
象
奥
越
に
在
住
す
る
小
学

　

生
以
土
の
市
民

参
加
費
大
人
＝
1
0
0
0
円
、

　

高
校
生
以
下
＝
7
0
0
円

持
ち
物
参
加
決
定
通
知
、
参

　

加
費
、
飲
物
（
雨
の
場
合
は

　

雨
具
）

締
切
8
月
1
7
日
⑧
必
着

応
募
方
法
は
が
き
に
希
望
コ
ー

　

ス
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

電
話
番
号
を
明
記
し
、
大
野
・

　

勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組

　

合
（
〒
9
1
1
勝
山
市
片
瀬

　

町
1
丁
目
4
0
2
番
地
豊

　

8
8
・
2
7
6
0
）
ま
で



障害を乗り越えて市福祉スポーツ大会

　

第13回大野市福祉スポーツ大会が6

月20日、有終東小学校グラウンドで開

かれました。施設入所者や在宅身障者。

その家族ら約500人が9チームに分か

れ、18種目に熱戦を展開。好プレーや

珍プレーに盛んな声援を送っていまし

た。この大会は、国際障害者年を機に

始められたもので毎年、家庭の日に開

催されます。

LL冠17…………．ダ1「j＞M゛：｀

夏山シーズン迎え
登山道の案内柱設置

　

夏山シーズンに備え、市はこのほど

登山者の道しるべとなる標柱を設置し

ました。設置場所は、荒島岳や経ヶ岳

など人気の高い登山口など5ヵ所。こ

れまでの標柱が古くなったり、林道が

できて登山口が分かりにくいため、15

F角で高さ130Fの標柱を製作。6月2

2日、このうち2本が刈込池周辺に据

えられました。

「
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
」
で
待
望
の
開
園
式

　

市
民
待
望
の
「
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
」
開
園
式
が
6
月
1
9
日
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
園
式
に
は
、
栗
田
知
事
や
山
内
市
長
ら
約
2
5
0
人
が
出
席
。

安
全
祈
願
祭
や
園
名
碑
の
除
幕
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
陸
上
競
技
場
の
こ
け
ら
落
と
し
に
、
県
中
学
校
春
季
陸
上
競
技
大
会
が
開

か
れ
、
4
9
校
・
1
4
0
0
人
の
選
手
が
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

開成中の生徒が

　

御清水の清掃奉仕

　

開
成
中
学
校
3
年
2
組
の
生
徒
と

先
生
3
7
人
が
7
月
3
日
、
御
清
水
の

清
掃
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。
同
校
で

は
毎
年
、
一
ク
ラ
ス
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
実
施
。
ほ
う
き
や
バ
ヶ
ツ
を
手

に
し
た
生
徒
ら
は
、
水
飲
み
場
の
石

を
磨
い
た
り
、
洗
い
場
の
柱
な
ど
を

拭
く
な
ど
、
作
業
を
分
担
し
て
清
掃
。

約
1
時
間
の
作
業
で
す
っ
か
り
き
れ

い
に
な
っ
た
御
清
水
に
、
満
足
そ
う

で
し
た
。

　

寺町の石畳舗装完成

ちょうちん形街路灯も8基

　

寺
町
通
り
の
石
畳
舗
装
工
事
が
完

了
し
、
6
月
1
8
日
か
ら
通
行
止
め
が

解
除
さ
れ
ま
し
た
。
延
長
3
7
9
m

に
は
、
中
国
産
の
黒
御
影
石
が
敷
き

詰
め
ら
れ
、
水
路
の
ふ
た
に
は
ケ
ヤ

キ
・
コ
ブ
シ
ー
ウ
グ
イ
ス
が
デ
ザ
イ

ン
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
柱
も
移
動

し
て
茶
色
に
し
、
景
観
を
損
な
わ
な

い
よ
う
に
し
た
ほ
か
、
寺
町
通
り
に

マ
ッ
チ
し
た
ち
ょ
う
ち
ん
形
街
路
灯

8
基
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

S弓（硲包湯



勁弓（硲包湯
若
者
の
地
元
定
着
を
目
指
し
、
求
人
求
職
フ
ェ
ア

　

奥
越
雇
用
開
発
推
進
協
議
会
は
7
月
‥
1
1
1
1
一
日
、
J
A
大
野
市
で
求
人
求
職
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
社
会
の
水
は
や
さ
し
い
」
と
題

し
た
こ
の
催
し
は
、
若
者
や
U
タ
ー
ン
者
の
地
元
企
業
定
着
が
ね
ら
い
。
会
場

に
は
、
5
6
社
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
資
料
を
用
意
。
訪
れ
た
若
者
や
父
母
を
前
に
、

懸
命
の
売
り
込
み
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

「ミスおおの」の夏服

涼しげなホワイト＆ネイビ一

　

7
月
1
3
日
、
「
ミ
ス
お
お
の
」
の

サ
マ
ー
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
新
作
は
、
今
秋
か
ら
発

表
さ
れ
る
新
素
材
を
使
っ
た
白
地
に

濃
紺
の
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
。
ツ
ー

ピ
ー
ス
で
い
ぐ
さ
の
帽
子
と
金
ボ
タ

ン
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
は
福
井
女
子
専

門
学
校
の
今
井
校
長
。
3
人
の
ミ
ス

お
お
の
は
こ
の
制
服
で
、
関
西
・
中

京
方
面
の
P
R
を
し
ま
す
。

大野地区消防組合が

20周年迎え記念式典

　

大
野
地
区
消
防
組
合
の
設
立
2
0
周

年
記
念
式
典
が
7
月
1
日
、
有
終
会

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
消
防
署
前
で

は
、
管
理
者
の
山
内
市
長
ら
が
消
防

団
員
ら
4
8
0
人
を
観
閲
。
式
典
で

は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
消
防
業
務
に

功
績
の
あ
っ
た
3
人
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
後
は
、
N
H
K
の
気
象

解
説
で
お
な
じ
み
の
宮
渾
清
治
さ
ん

の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
団
員
ら
が

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

エキサイト広場で
スポーツ医学の講習会

　

子供のスポーツ障害について正しい

知識を学ぼうと、エキサイト広場でス

ポーツ医学に関する講習会が開かれま

した。6月25、29日の2日間にわたっ

て、少年スポーツの指導者や保護者ら

約50人が聴講。講師の安間整形外科院

長から、成長期の障害や正しいストレッ

チなどが紹介されると、真剣な表情で

メモをとっていました。

身近な話題をお知らせください。

森目小のプールに

　

色鮮やかな魚の絵

　

森目小学校のプール壁に、鮮やかな

海の動物が描かれ、児竜らから好評を

得ています。絵は、プール塗装改修工

事に合わせ、全校児童から募集。福田

校長がイラスト風に仕土げ、業者に描

いてもらいました。ペンギンやアザラ

シ、マンボウ、ヒトデなど、思わず水

中で目を開けて見たくなるような、鮮

やかな出来栄えでした。



お
知
ら
せ

8月

●
刑
務
官
募
集

受
験
資
格
昭
和
3
9
年
4
月
2
日

　

か
ら
昭
和
5
1
年
4
月
1
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
高
校
卒

　

業
程
度
の
学
力
が
あ
る
人

受
付
期
間
8
月
2
0
日
～
9
月
2

　

日
ま
で

試
験
日
1
0
月
1
0
日
・
H
日

受
験
手
続
封
筒
の
表
に
「
刑
務

　

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
1
2
0

　

円
切
手
を
張
っ
た
あ
て
先
明
記

　

の
返
信
用
封
筒
（
角
形
3
号
）

　

を
同
封

請
求
先
人
事
院
中
部
事
務
局

　
　

（
〒
4
6
0
名
古
屋
市
中
区
三

　

の
丸
2
－
5
－
1
酋
0
5
2
・

　

9
6
1
・
6
8
3
8
）

●
警
察
官
募
集

受
験
資
格
昭
和
4
1
年
4
月
2
日

　

か
ら
昭
和
5
1
年
4
月
1
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
大
学
卒
業
者
以
外

　

の
男
子

試
験
日
9
月
1
9
日
⑥

会
場
高
志
高
校

採
用
予
定
数
4
人

受
付
期
間
8
月
1
6
日
か
ら
3
0
日

　

ま
で

問
合
せ
先
大
野
警
察
署
警
務
地

　

域
課
（
容
6
6
・
3
9
0
0
）
ま

　

た
は
最
寄
り
の
派
出
所
・
駐
在

　

所
ま
で

●
建
設
業
で
働
く
人
の

　
　

退
職
金
共
済
制
度

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人
の
た

め
に
、
国
が
作
っ
た
「
建
設
業
退

職
金
共
済
制
度
」
が
あ
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
。
こ
の
制
度
は
一

般
の
退
職
金
制
度
と
異
な
り
、
建

設
業
界
で
働
く
限
り
事
業
所
を
変

わ
っ
て
も
、
雇
用
期
間
を
通
算
し

て
退
職
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
で
上
三
万
六
千
事

業
所
が
こ
の
制
度
に
加
入
し
、
六

十
四
万
人
の
労
働
者
が
退
職
金
を

受
け
取
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

建
退
共
福
井
県
支
部
（
福
井
市
御

幸
三
丁
目
1
0
－
1
5
県
建
設
会
館
内

容
0
7
7
£
‥
ｗ
・
2
4
・
1
1
n
x
）
4
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
遺
跡
発
掘
作
業
員
募
集

　

今
年
の
8
月
か
ら
、
下
黒
谷
地

係
で
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
発
掘
作

業
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
間
8
月
か
ら
1
2
月
（
3
年
間

　

継
続
）

時
間
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

賃
金
一
日
6
3
0
0
円

募
集
人
員
2
0
人
程
度

対
象
1
8
歳
以
上
の
健
康
で
継
続

　

し
て
作
業
に
従
事
で
き
る
人

　
　

（
高
校
生
は
除
く
）

連
絡
先
下
黒
谷
遺
跡
発
掘
調
査

　

事
務
所
（
酋
6
6
・
1
8
4
9
）

　

ま
た
は
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ

　

ン
タ
ー
（
豊
0
7
7
6
・
4
1
・

　

Q
J
″
0
4
4
）
ふ
ま
で

●
入
国
警
備
官
募
集

受
験
資
格
昭
和
4
5
年
4
月
2
日

　

か
ら
昭
和
5
1
年
4
月
1
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人

採
用
数
約
9
0
人

試
験
日
1
次
＝
1
0
月
3
日
⑨

　

2
次
＝
1
0
月
4
日
⑥

会
場
名
古
屋
市
な
ど
1
0
都
市

試
験
内
容
高
校
卒
業
程
度
T

　

次
＝
教
養
・
作
文
2
次
＝
人

　

物
・
身
体
・
体
力
）

申
込
期
間
8
月
2
0
日
～
9
月
2

申
込
用
紙
請
求
封
筒
の
表
に
赤

　

字
で
「
入
警
請
求
」
と
書
き
、

　

1
2
0
円
切
手
を
張
っ
た
あ
て

　

先
呪
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
型

　

3
号
）
を
同
封
し
て
、
〒
4
6

　

0
名
古
屋
市
中
区
三
の
丸
4
－

3
－
1
法
務
省
名
古
屋
入
国
管

理
局
（
豊
0
5
2
・
9
5
1
2

3
9
1
）
ま
で
提
出

●
自
衛
官
募
集

　

（
2
等
陸
・
海
・
空
士
）

応
募
資
格
来
春
高
校
卒
業
予
定

　

者
お
よ
び
1
8
歳
以
±
2
7
歳
未
満

　

の
健
全
な
男
子

身
分
特
別
職
国
家
公
務
員
、
2

　

等
陸
海
空
士
と
し
て
採
用

給
与
月
額
1
5
万
1
8
0
0
円
、

　

ボ
ー
ナ
ス
5
・
4
5
ヵ
月
分
、
勤

　

続
報
奨
金
2
年
ご
と
に
3
・
3

　

ヵ
月
を
支
給

衣
食
住
被
服
と
寝
具
は
貸
与
。

　

食
事
と
宿
舎
は
無
料

連
絡
先
自
衛
隊
大
野
募
集
事
務

　

所
（
本
町
6
－
2
7
豊
6
5
・
6

　

3
2
5
）
ま
で

●
ご
み
減
量
化
・
再
生
利
用

　

ア
イ
デ
ア
募
集

締
切
8
月
1
9
日
困
必
着

応
募
方
法
は
が
き
に
①
ア
イ
デ

　

ア
②
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
を
明
記

応
募
・
問
合
せ
先
大
野
保
健
所

　

衛
生
課
（
大
野
市
天
神
町
1
1

　

1
容
6
6
・
n
／
｀
0
7
£
り
）

交通
安全

一
一
’
・
ヅ
タ

湘
イ
｀
ｆ
I

安
全
確
認
は

積
極
的
な
気
持
ち
か
大
切

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、

今
年
は
市
内
で
の
事
故
件
数
が

昨
年
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
見
落
と

し
が
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

安
全
確
認
は
、
た
だ
「
見
る
」

の
で
は
な
く
「
危
険
を
さ
が
す
」

と
い
う
積
極
的
な
気
持
ち
が
大

切
で
す
。
次
の
点
を
ポ
イ
ン
ト

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

交
差
点
を
進
行
す
る
場
合
、
青

信
号
で
も
必
ず
前
後
左
右
の
安

全
を
確
か
め
る
。
特
に
右
折
時

は
、
対
向
車
以
外
に
も
バ
イ
ク

や
歩
行
者
に
、
左
折
時
は
左
後

方
を
十
分
確
か
め
る
。

見
通
し
の
よ
い
道
路
で
も
常
に
、

横
方
向
か
ら
出
て
く
る
車
両
や

人
を
予
側
し
て
座
臥
す
る

駐
車
車
両
が
あ
る
場
合
は
、
車

両
の
上
下
に
目
を
や
り
、
頭
や

足
が
見
え
な
い
か
確
認
す
る

目
線
は
固
定
せ
ず
、
周
囲
の
状

況
を
見
渡
し
、
「
広
く
・
遠
く
」

の
確
認
に
努
め
る
。

　

私
た
ち
は
、
通
り
慣
れ
た
道

ほ
ど
油
断
し
、
漫
然
と
運
転
L

が
ち
で
す
。
六
ン
ド
ル
を
握
っ

た
ら
、
い
つ
も
「
危
険
か
も
L

れ
な
い
」
と
い
う
心
構
え
で
渾

転
し
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

…
県
政
バ
ス
教
室

　
　
　

（
ア
メ
ニ
テ
ィ
号
）

日
時
8
月
2
9
日
⑥
J
R
大
野

　

駅
集
合
午
前
8
時
2
0
分

コ
ー
ス
J
R
大
野
駅
～
県
道
・

　

領
家
河
和
田
線
～
和
紙
の
里
通

　

り
～
南
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー

　

ク
～
敦
賀
港
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
～

　

J
R
大
野
駅
（
午
後
5
時
1
5
分

　

着
）

対
象
小
中
学
生
の
親
子

参
加
費
無
料

定
員
先
着
5
2
人

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
筆
記
用

　

具
・
参
加
費
（
ア
ル
コ
ー
ル
類

　

の
持
ち
込
み
は
厳
禁
）

申
込
方
法
親
子
で
1
枚
の
往
復

　

は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

　

齢
・
電
話
番
号
・
出
発
日
・
出

　

発
地
を
明
記
の
う
え
、
〒
9
1

　

0
福
井
市
大
手
3
1
1
7
－
I

　

県
庁
広
報
課
県
民
相
談
室
ま
で

・
暴
力
追
放
標
語
を
募
集

暴
力
追
放
大
野
市
民
会
議
で
は

暴
力
追
放
に
関
す
る
標
語
を
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
総
ぐ
る
み
で
暴
力
追
放
運

動
を
展
開
す
る
た
め
に
も
、
ふ
る
っ

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
9
月
1
0
日
2

表
彰
優
秀
作
品
数
点
を
選
定
し

　

暴
力
追
放
市
民
大
会
で
記
念
品

　

を
贈
り
表
彰

応
募
先
・
問
合
せ
先
市
役
所
総

　

務
課
行
政
係
（
天
神
町
l
l
l

　

豊
6
6
…
1
1
1
1
内
線
2
2
5
）

　

ま
で

…
「
こ
こ
は
僕
ら
の
宝
島
」

　

亀
山
た
ん
け
ん
隊
員
募
集

日
時
8
月
2
9
日
⑨
午
前
1
0
時
～

　

午
後
2
時
（
雨
天
決
行
）

会
場
亀
山
周
辺

対
象
2
人
～
5
人
の
親
子
ま
た

　

は
大
人
と
子
供
の
グ
ル
ー
プ

定
員
先
着
2
0
0
人

参
加
費
無
料

持
参
品
弁
当
、
飲
物
、
帽
子
、

　

タ
オ
ル
、
隊
員
証
、
雨
具
（
雨

　

天
の
場
合
）

申
込
方
法
8
月
2
0
日
金
ま
で
に
、

　

ハ
ガ
キ
か
電
話
（
F
A
X
も
可
）

　

で
申
込
先
・
問
合
せ
先
〒
9
1
2

　

大
野
市
天
神
町
1
－
1
9
大
野
有

　

終
会
館
2
階
大
野
青
年
会
議

　

所
「
亀
山
た
ん
け
ん
隊
」
係

　

容
6
6
・
1
2
3
3
（
日
曜
、
祝

　

祭
日
除
く
午
前
9
時
～
午
後
1

　

時
F
A
χ
6
5
・
1
4
4
4
）

・
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
の

　

中
卒
程
度
認
定
試
験

　

こ
の
認
定
試
験
は
、
病
弱
、
発

育
不
完
全
な
ど
で
義
務
教
育
諸
学

校
に
就
学
で
き
ず
、
保
護
者
が
就

学
義
務
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ

た
人
に
対
し
、
中
学
校
を
卒
業
し

た
人
と
同
等
の
学
力
が
あ
る
か
ど

う
か
の
認
定
試
験
を
行
い
、
合
格

者
に
高
等
学
校
入
学
資
格
を
与
え

る
も
の
で
す
。

受
験
資
格
平
成
6
年
3
月
3
1
日

　

ま
で
に
満
1
5
歳
以
上
に
な
る
人

試
験
科
目
中
学
校
の
国
語
・
社

　

会
…
数
学
・
理
科
・
外
国
語

試
験
日
H
月
1
2
日
②

願
書
受
付
期
間
8
月
9
日
か
ら

　

9
月
8
日
ま
で

受
験
手
続
き
早
め
に
市
教
育
委

　

員
会
学
校
教
育
課
（
酋
6
6
・
I

　

I
I
I
内
線
5
2
1
）
へ
申
し

　

出
て
く
だ
さ
い

・
こ
ど
も
の
こ
と
で

　
　

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
次
の

よ
う
な
子
供
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
、
費
用
は
無
料
。
専
門
機
関

の
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。

？
友
だ
ち
関
係
？
知
恵
・
こ
と
ば

遅
れ
？
い
じ
め
や
登
校
・
登
園
拒

否
？
身
体
の
異
常
▼
家
族
関
係

問
合
せ
先
家
庭
児
童
相
談
室

　
　

（
市
福
祉
事
務
所
内
容
6
6
・

1
1
1
1
内
線
4
7
7
）
ま
で

・
サ
マ
ー
・
U
タ
ー
ン

　

合
同
面
接
会

日
時
8
月
1
6
日
⑥
午
後
1
時
3
0

　

分
～
4
時
（
1
時
受
付
）

会
場
県
産
業
会
館
本
館
2
階

　
　

（
福
井
市
下
六
条
町
）

問
合
せ
先
大
野
公
共
職
業
安
定

　

所
（
豊
6
6
・
2
4
0
8
）

…
調
理
師
試
験
予
備
講
習
会

　

平
成
五
年
度
調
理
師
試
験
の
予

備
講
習
会
が
次
の
と
お
り
開
か
れ

ま
す
。
（
試
験
日
は
未
定
）

予
備
講
習
日
1
0
月
5
日
～
8
日

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

会
場
大
野
保
健
所

申
込
期
間
9
月
1
日
～
2
0
日

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
保
健
所

　

衛
生
課
（
容
6
6
・
2
0
7
6
）

　

ま
で

…
L
P
ガ
ス
を
安
全
に

　
　

市
民
対
象
に
講
演
会

　

大
野
L
P
ガ
ス
協
同
組
合
で
は

日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
に
応
え
、
L
P

ガ
ス
の
知
識
を
市
民
に
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
講
演
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

日
時
8
月
1
8
日
④
午
後
1
時

　

～
3
時

会
場
有
終
会
館
3
階

講
師
県
消
防
防
災
課
長
・
市
消

　

防
署
長
・
竹
中
商
事
社
長

＊
参
加
者
に
粗
品
進
呈

平成
5年度 市政パスの参加者募集

　

市や県が市内に整備した公共施

設を、広く市民に紹介する「市政

バス」が運行されます。

　

秋の里（中島公園）では、市長

を囲んでの語る会も予定しており

ます。ふるってご参加ください。

日時8月20日2午前8時20分

　

集合

集合場所市役所前駐車場

コース市役所～御清水～武家屋

　

敷旧内山家～奥越ふれあい公園

　

～冬の里（エキサイト広場）～

　

春の里～夏の里～秋の里（昼食）

　

～自然保護センター～市役所

　　

（午後4時着）

対象団体行動などに支障のない

　

市民（小学4年生以土）

定員先着100人

参加費無料

応募方法はがきに住所・氏名・

　

年齢・電話番号を明記（複数応

　

募も可）

締切8月13日2必着

応募・問合せ先市役所秘書広報

　

課広報広聴係（〒912大野市天

　

神町1一1萱66一1111内線44

　

0）まで

その他参加決定は別途通知。昼

　

食は主催者で用意。雨天の場合

　

は雨具持参。

＊10月に2回目の市政バスを運行

　

する予定です。
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北
部
児
童
セ
ン
タ
ー

　

市
内
に
は
、
東
部
・
西
部
・
南
部
・
北
部

の
四
つ
の
児
童
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
桜

井
清
臣
所
館
は
、
四
つ
の
児
童
セ
ン
タ
ー
を

統
括
し
て
お
り
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
は
休
館

し
ま
す
。

　

北
部
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
陽
明
中
学
校
の

近
く
に
あ
り
、
館
内
に
は
遊
戯
室
・
図
書
室
・

工
作
室
・
集
会
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
・
卓
球
・
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
・
竹
馬
・

ぬ
り
絵
・
読
書
・
ま
ま
ご
と
ご
っ
こ
な
ど
、

子
供
た
ち
が
自
由
に
遊
べ
る
た
ま
り
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

児
童
セ
ン
タ
ー
に
は
児
童
厚
生
員
と
体
力

増
進
推
進
員
か
お
り
、
年
間
事
業
計
画
に
従
っ

て
毎
月
楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
は
、
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
や
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
、
四
館
合
同
ギ
ネ
ス
に

挑
戦
、
お
話
し
広
場
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

七
月
は
七
夕
飾
り
・
笹
舟
遊
び
・
親
子
牛
乳

パ
ッ
ク
工
作
：
こ
ニ
プ
ー
ル
遊
び
・
暑
さ
が

ま
ん
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

毎
日
の
利
用
者
は
平
均
四
十
名
で
す
が
、

夏
休
み
に
な
る
と
百
名
前
後
に
増
え
て
き
ま

す
。
ど
の
児
童
セ
ン
タ
ー
に
も
母
親
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、
北
部
に
は
「
こ
ぶ
し
会
」
が
結
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
子
も
マ
ナ
ー
は
よ
く
、

お
や
つ
や
お
金
を
持
参
し
な
い
と
い
う
ル
ー

ル
も
守
ら
れ
、
お
互
い
に
い
た
わ
り
合
っ
て

い
ま
す
。
核
家
族
化
し
た
今
、
体
験
と
し
て

祖
父
母
か
ら
、
伝
承
遊
び
も
習
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
子
供
た
ち
は
、
塾
や
ク
ラ
ブ
に
通

う
回
数
が
多
く
、
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

て
、
一
日
の
生
活
の
中
で
も
っ
と
伸
び
伸
び

と
遊
ぶ
時
間
を
確
保
し
て
や
れ
な
い
も
の
か

と
感
じ
ま
し
た
。

市民のうごき

7月1日現在 前月比

世帯数 11，323世帯 6世帯

41，842人 △29人

人口 男 20．017人 △10人

女 21，825人 △19人

6月中の異動
転入 54人 出生 22人

転出‘ 83人 死亡 22人

市内の交通事故状況（回ヵヽい1ト）

件数内訳
平成5年　
6月末

平成4年　
6月末 増減

総件数 257件 233件 24件

人身

事故

件数 62件 67件 △5件

死者 1人 5人 △4人

傷者 85人 95人 △10人

物損事故 195件 166件 29件

表
紙
の
こ
と
ば

　

6
月
2
0
日
に
行
わ
れ
た
、
若

鮎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
つ
か
み

取
り
大
会
に
は
、
大
勢
の
家
族

連
れ
か
ら
参
加
。
あ
ち
こ
ち
で

真
剣
に
作
戦
を
練
る
親
子
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ヌ
ル
ヌ
ル

し
た
ウ
ナ
ギ
に
は
軍
手
が
一
番
。

狙
い
ど
お
り
に
捕
ま
え
る
と
、

必
死
の
形
相
で
バ
ケ
ツ
ま
で
運

ん
で
い
ま
し
た
。

一
編
集
後
記

　

N
H
K
ド
ラ
マ
新
銀
河
「
い

つ
か
花
嫁
」
の
収
録
が
、
市
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
七
間
通
り

で
は
、
女
優
の
高
木
美
保
さ
ん

や
俳
優
の
丹
波
哲
郎
さ
ん
、
平

田
満
さ
ん
が
出
演
。
市
民
も
エ

キ
ス
ト
ラ
で
何
回
か
練
習
し
た

後
、
本
番
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

番
組
は
9
月
2
0
日
か
ら
1
6
回
シ

リ
ー
ズ
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

IR、．見i弓・

　

大
野
童
謡
の
会
で
は

設
立
五
周
年
記
念
事
塹

の
一
環
と
し
て
、
創
作

童
謡
を
公
募
し
た
。
初

の
試
み
で
も
あ
り
、
片

れ
く
ら
い
童
謡
詞
に
閲

心
を
示
す
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
が
先
立
ち
、

議
論
百
出
し
て
な
か
な
か
公
募
決
定
に
踏
み
切

れ
な
か
っ
た
▼
結
果
は
「
案
ず
る
よ
り
産
む
が

易
し
」
で
、
予
想
以
土
の
応
募
数
に
関
係
者
は

一
様
に
エ
ビ
ス
顔
に
変
身
。
こ
の
数
多
い
作
品

の
中
か
ら
、
た
っ
た
一
点
を
最
優
秀
作
品
と
し

て
選
び
出
す
の
だ
か
ら
、
審
査
会
も
頭
が
痛
む

こ
と
だ
ろ
う
。
選
び
抜
か
れ
た
作
品
は
、
会
員

の
手
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
、
本
部
で
編
曲
の
う

え
、
会
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
と
し
て
大
野
の
地
で

歌
い
継
が
れ
て
い
く
。
な
ん
と
も
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
あ
り
、
生
涯
の
思
い
出
に
も
残
る
こ
と

だ
ろ
う
▼
待
望
の
童
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
も

う
目
の
前
に
迫
っ
て
い
る
。
大
阪
枚
方
市
少
年

少
女
合
唱
団
、
富
山
県
堀
川
F
B
少
年
少
女
選

抜
合
唱
団
が
花
を
添
え
、
県
内
で
は
福
井
市
の

若
い
マ
マ
さ
ん
歌
声
グ
ル
ー
プ
「
ヴ
ァ
ル
ト
フ

レ
ー
テ
」
や
丸
岡
童
謡
の
会
、
勝
山
市
童
謡
の

会
が
出
演
し
、
華
や
か
に
祭
典
を
彩
る
。
大
野

市
童
謡
の
会
で
は
、
記
念
誌
の
発
刊
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
童
謡
作
品
の
手
作
り
記
念
集
を
製
本
す
る
。

ま
た
、
五
年
間
の
歩
み
を
ユ
ニ
ー
ク
な
写
真
展

で
紹
介
す
る
▼
こ
の
童
謡
の
会
が
、
趣
味
や
同

好
の
域
で
と
ど
ま
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
五
周
年

を
契
機
に
、
ふ
る
さ
と
大
野
を
愛
し
、
自
然
を

愛
し
、
す
べ
て
の
人
を
愛
す
る
心
豊
か
な
歌
声

グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
全
市
に
、
い
や
全
国
に
ま

で
大
き
い
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、

夢
見
て
い
る
一
人
で
あ
る
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
）
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